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本書は日本植生史学会名誉会員でもあり，先年岡山理科
大学を退職された三好教夫博士とその門下生の藤木利之博
士，木村裕子博士による同研究室 40年にわたる花粉学研
究の集大成ともいうべき 207 科 794 属 1305 種におよぶ
植物花粉写真が収められている花粉図鑑である。
本書の構成は大きく3部に分けられている。まず第一部
では光学顕微鏡（LM），走査型電子顕微鏡（SEM）と透
過型電子顕微鏡（TEM）による現生花粉写真のほか，化
石花粉の SEM写真も掲載されている。なかでも，現生花
粉の SEM写真は，本書の主体をなすもので図版頁の約
80％の頁数をあてている。国内では花粉の SEM写真集は
黒沢（1991）をはじめいくつか出版されているが，本書は
まさにその中の白眉といっても過言ではない。あたかもオ
ブジェのような花粉の造形美を余すところ無く示していて，
思わず専門学術書であることを忘れてしまうほどである。
また，花粉をそのまま観察することが多い空中花粉や蜜源
花粉を研究観察対象とする場合への配慮もぬかりなく，ア
ルコール処理で表面の汚れを取り除いただけの花粉の LM
写真も収められている。第二部は解説編であり，花粉形態
に関する研究史，研究方法，記載用語の解説のほか，花粉
の形態的特徴，植物採取地，開花期などが各分類群ごとに
詳しく記載されている。第三部は花粉検索表が模式図をま
じえながらまとめられており，花粉形態に関する専門用語
の知識が乏しい初心者でも直ちに利用できるよう工夫され
ている。

LM写真は，ほとんどの花粉が液浸レンズを用いないで

撮影されているようで，SEM写真に比べその品質が全体
的にやや劣ることや，我国ではイネ科花粉などの区別に利
用され，欧米でも微細な花粉表面模様の観察に頻繁に利
用されている位相差顕微鏡写真が収められていない点など
に若干の不満を感じるむきもあろう。また，解説中，グリ
セリンゼリー処方のゼラチン量に誤りが見られるほか，ト
ウヒ属で重要な区別点である発芽口域の外壁内側のいぼ状
紋が記載されていない点などが見られるものの，本書の価
値に比べればそれらの僅かな欠点は無いに等しい。何より，
我国では花粉形態に関する書籍は幾瀬（1956）の『日本
植物の花粉』以降いくつか出版されているが，SEM写真
と LM写真に加え検索表まで備えているのは本書が初めて
であり，これだけの情報量をもつ大著が 18000円＋税とい
う安価で入手できることは驚きである。著者らの努力と出
版社の英断に感謝すべきである。
花粉形態，花粉分析，空中花粉に携わる者には必携の書
であることは間違いなく，第四紀学，植物分類学，生態学
など多方面の研究室にも是非 1冊そろえておくことをお勧
めする。なお，日本植生史学会会員には 2割引での販売も
あるとのことである。
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